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■
平
成
24
年
度
予
算

　

昨
年
12
月
24
日
に
決
定
し
た
国

土
交
通
省
予
算
の
う
ち
、
高
齢
者

住
宅
向
け
関
連
の
予
算
を
抜
粋
し

た
表
が
図
｜

１
だ
。
関
連
す
る
事
業

と
し
て
「
高
齢
者
等
居
住
安
定
化

推
進
事
業
355
億
円
」
と
「
民
間
住

宅
活
用
型
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
整
備

推
進
事
業
100
億
円
（
新
設
）」
の
二

つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
初
の
予
算
要

求
額
は
そ
れ
ぞ
れ
400
億
円
と
200
億

円
で
あ
っ
た
が
、
削
減
さ
れ
た
結
果

に
な
っ
た
。
震
災
復
興
予
算
は
別
と

し
て
、
各
予
算
削
減
の
中
、
高
齢

者
住
宅
向
け
予
算
は
毎
年
増
加
し

て
い
る
（
図
｜

２
）。
さ
ら
に
「
民
間

住
宅
活
用
型
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
整

備
推
進
事
業
」
は
新
設
事
業
と
し

て
予
算
を
計
上
し
た
。
こ
れ
は
、
景

気
後
退
に
伴
う
民
間
賃
貸
住
宅
の

空
室
化
に
対
す
る
支
援
と
し
て
登
場

し
た
よ
う
だ
。
対
象
と
し
て
子
育
て

世
帯
及
び
障
害
者
世
帯
等
に
入
居

し
て
も
ら
う
為
に
、
既
存
賃
貸
住

宅
を
改
修
し
た
場
合
に
要
し
た
改

修
費
の
１
／
３
を
補
助
す
る
も
の
だ

（
図
｜

３
）。
国
交
省
は
今
後
、
少
な

く
と
も
Ｈ
28
年
度
ま
で
こ
れ
ら
の
予

算
を
要
求
し
続
け
、
今
後
10
年
間

で
60
万
戸
の
高
齢
者
住
宅
整
備
の
支

援
を
行
な
う
と
し
て
い
る
。

■
遅
れ
る
交
付
決
定
と
、

　
続
く
申
請
受
付

　

サ
高
住
の
Ｈ
23
年
度
申
請
の
交
付

決
定
が
依
然
と
し
て
下
り
な
い
申
請

者
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
前
に
も
執
筆
し
た
よ
う
に
、
小
規

模
案
件
が
か
な
り
多
い
為
に
審
査
に

か
な
り
時
間
を
要
し
て
い
る
こ
と
が

主
な
理
由
だ
。
し
か
し
、
申
請

受
付
は
被
災
地
（
東
北
３
県

以
外
も
含
ま
れ
る
）
は
３
月
15

日
ま
で
、
そ
の
他
の
地
域
は
１

月
末
ま
で
受
付
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
２
月
15
日
ま
で
の
事

業
着
手
（
請
負
契
約
の
締
結
）

及
び
出
来
高
を
挙
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
や
む
を
得
な
い

状
況
等
に
よ
り
不
可
能
な
場
合

は
、
３
月
31
日
ま
で
の
事
業
着

手
（
請
負
契
約
の
締
結
）
及
び

出
来
高
の
達
成
に
よ
り
本
年
度
事

業
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、

応
募
申
請
書
類
に
状
況
を
記
載
し

た
資
料
（
任
意
書
式
）
を
添
付
す

る
こ
と
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

■
総
量
規
制
は
あ
る
か

　

介
護
保
険
は
市
町
村
を
中
心
と

し
た
地
域
密
着
制
度
へ
と
シ
フ
ト
す

る
。よ
って
、住
所
地
特
例
の
無
い「
サ

高
住
」
は
総
量
規
制
の
対
象
に
な
る

と
の
見
方
も
あ
る
が
、
筆
者
は
あ
ま

り
心
配
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
介

護
保
険
は
市
町
村
中
心
の
地
域
密

着
制
度
に
な
る
方
向
だ
が
、
サ
高
住

の
登
録
は
都
道
府
県
（
及
び
政
令

市
・
中
核
市
）
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

市
町
村
が
直
接
拒
否
す
る
こ
と
が

不
可
能
で
あ
る
（
政
令
市
・
中
核

市
は
可
能
）。
図
｜

４
・
５
を
見
て
も

「
市
町
村
へ
の
通
知
」
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
都
道
府
県
が
市
町
村
へ
意
見

の
徴
収
、
照
会
を
行
う
こ
と
も
あ
る

の
で
間
接
的
に
は
若
干
の
規
制
も
考

え
ら
れ
る
が
、
特
定
施
設
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
に
対
す
る
総
量
規
制
と
は

質
を
異
に
す
る
。
こ
の
辺
は
国
交
省

の
方
が
役
者
が
上
だ
。
よ
っ
て
今
後

は
若
干
の
建
設
条
件
等
が
付
く
ケ
ー

ス
も
有
り
う
る
と
見
る
必
要
が
あ
る

（
条
例
や
建
設
条
件
の
強
化
等
）。

地
方
行
政
も
深
刻
な
財
政
難
な
の

で
当
然
の
こ
と
だ
。事
業
者
は
今
後
、

計
画
以
前
の
段
階
で
こ
の
よ
う
な

「
地
域
の
事
情
」
を
察
知
す
る
必
要

が
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
登
録
権
者

は
地
方
行
政
側
に
な
る
の
で
こ
れ
に

従
う
し
か
な
い
。
つ
ま
り
必
要
と
さ

れ
な
い
地
域
で
は
事
業
者
は
サ
高
住

を
考
え
て
は
い
け
な
い
の
だ
。
こ
れ

は
、
全
国
一
律
に
国
の
多
額
な
直
轄

補
助
金
を
利
用
し
政
治
家
が
介
在

し
ゼ
ネ
コ
ン
主
導
に
よ
っ
て
、
山
や
田

畑
等
の
街
か
ら
隔
離
さ
れ
た
安
価
な

土
地
に
建
設
さ
れ
て
き
た
大
型
特
養

と
は
大
き
く
異
な
る
。
今
後
は
必

要
と
さ
れ
る
地
域
に
の
み
建
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
当
然
の
こ
と
で
あ

る
。
逆
に
敬
遠
さ
れ
る
地
域
は
介
護

保
険
そ
の
も
の
が
臨
界
点
に
達
し
て

い
る
か
、
高
齢
化
が
終
息
し
つ
つ
あ

る
地
域
と
言
え
る
こ
と
に
な
る
。
サ

高
住
建
設
が
地
域
の
置
か
れ
て
い
る

現
状
を
把
握
す
る
一
種
の
「
指
標
」

に
な
る
と
も
言
え
る
。

■
登
録
を
先
行
す
る

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
サ
高

住
の
事
業
化
を
考
え
る
事
業
者
も

多
い
と
思
う
。
特
に
今
後
は
医
療
法

人
に
よ
る
サ
高
住
の
運
営
が
多
く
な

る
と
思
う
。
厚
労
省
も
そ
れ
を
強

く
望
ん
で
い
る
。
最
近
で
は
地
域
の

医
師
会
が
各
医
療
法
人
に
サ
高
住

運
営
を
勧
め
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う

だ
。
筆
者
に
は
こ
れ
ら
医
療
法
人
か

ら
の
相
談
が
多
い
。
そ
こ
で
今
後
は

サ
高
住
の
事
業
化
を
考
え
る
事
業

者
は
、
ま
ず
「
登
録
」
を
先
に
行

う
こ
と
を
勧
め
る
（
図
｜

４
）。
こ
の

段
階
で
事
業
化
に
不
利

に
な
る
条
件
が
明
確
に

な
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
事
業
を
断
念
す
る

必
要
も
出
て
く
る
。

計
画
を
進
め
る
途
中
で

中
止
す
る
よ
り
リ
ス
ク

ヘ
ッ
ジ
に
な
る
。
審
査

を
行
な
っ
て
い
る
事
務

局
も
「
早
め
の
登
録
手

続
き
」
を
勧
め
て
い
る
。

ま
た
、
サ
高
住
の
審
査

期
間
中
で
も
登
録
を

行
う
こ
と
で
、
審
査
期

間
の
短
縮
も
可
能
に
な
る（
図
｜

５
）。

■
設
計
メ
モ

　（
個
室
面
積
の
算
定
基
準
）

　

個
室
面
積
は
25
㎡
以
上
（
壁
芯
）

と
あ
る
が
、
浴
室
、
食
堂
等
を
共

用
と
す
る
場
合
は
18
㎡
以
上
（
壁

芯
）
で
良
い
。
筆
者
が
扱
う
案
件
は
、

利
用
者
の
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
高

い
の
で
「
共
用
型
」
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
こ
の
場
合
の
面
積
算
定
に
つ

い
て
は
自
治
体
の
多
く
が
図
｜

６
の
内

容
に
標
準
化
さ
れ
る
と
見
て
よ
い
。

壁
芯
計
算
は
建
築
基
準
法
と
同
様

で
構
造
壁
芯
で
あ
る
。
ト
イ
レ
、
収

納
、
洗
面
は
ラ
イ
ニ
ン
グ
も
含
め
算

入
す
る
（
ラ
イ
ニ
ン
グ
と
は
主
に
設

備
配
管
用
の
床
か
ら
の
高
さ
が
１ｍ
、

厚
み
が
15
㎝
程
度
の
台
状
の
出
っ
張

り
の
こ
と
、
ち
な
み
に
福
祉
施
設
の

面
積
算
定
で
は
面
積
か
ら
除
外
さ
れ

る
）。さ
ら
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

鉄
骨
造
等
の
場
合
の
柱
型
は
算
入
す

る
（
こ
れ
も
福
祉
施
設
で
は
除
外
さ

れ
る
）。
問
題
は
設
備
用
の
配
管
ス

ペ
ー
ス
だ
。
パ
イ
プ
シ
ャ
フ
ト
、
ダ
ク

ト
ス
ペ
ー
ス
等
の
床
か
ら
天
井
に
至
る

出
っ
張
り
で
あ
る
（
柱
型
と
似
て
い

る
）。
こ
こ
に
は
給
排
水
、
雨
水
、

空
調
、
電
気
、
通
気
等
の
各
配
管

が
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ス
ペ
ー
ス

は
面
積
除
外
に
な
る
の
で
注
意
を
要

す
る
。
計
測
方
法
は
自
治
体
で
異

な
る
が
、
こ
の
部
分
だ
け
壁
仕
上
げ

面
で
計
測
す
る
べ
き
だ
。

　

さ
さ
い
な
面
積
と
思
う
読
者
も
い

る
と
思
う
が
戸
当
た
り
0.8
㎡
を
要
し

た
と
し
て
、
30
戸
あ
っ
た
ら
24
㎡

（
7.3
坪
）
に
な
り
、
坪
単
価
55
万
円

の
場
合
は
400
万
円
に
な
る
。
こ
の
ス

ペ
ー
ス
は
な
る
べ
く
最
小
限
度
に
と

ど
め
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
無
理
を
す

る
と
施
工
後
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
か

ね
な
い
の
で
注
意
を
要
す
る
。よ
って
、

計
画
段
階
で
は
３
m
×
６
m
＝
18
㎡

等
の
ギ
リ
ギ
リ
の
設
計
で
は
な
く
、

除
外
さ
れ
る
面
積
を
見
込
ん
で
、
３

m
×
6.3
m
＝
18.9
㎡
ぐ
ら
い
の
余
裕
を

持
た
せ
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
。
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「
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
」（
そ
の
　
）
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